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問
題
の
実
例
は
茨
城
縣
鹿
島
郡
南
部
地
方
十
数
ヶ
町
村
に
あ
る
。
当
地
方
は

岸
に
面
し
、
そ
の
田
地
の
相
当
面
積
は
砂

地
帶
の
中
に
あ
る
。
こ
の
砂
地
帶
の
中
に
あ
る
田
地
は
、
所
謂
床
下
げ
を
な
し
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
表
面
よ
り
約
四

尺
内
至
六
尺
位
の
低
位
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
床
下
げ
は
、
田
地
造
成
の
と
き
、
又
は
更
に
そ
の
後
数
回
に
亘
つ
て
耕
作

者
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
耕
作
者
に
よ
つ
て
造
成
、
ま
た
は
改
良
さ
れ
た
田
地
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
田

地
の
周
囲
に
は
、
床
下
げ
の
土
に
よ
つ
て
築
か
れ
た
畦
畔
が
あ
り
、
そ
の
畦
畔
に
は
松
そ
の
他
の
樹
木
が
防
風
・
砂
林
と
し

て
植
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
防
風
・
砂
林
は

風
を
防
ぎ
、
飛
砂
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
築
か
れ
た
畦
畔
の
崩
壞
を
防
止
す
る
役

割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
樹
木
と
畦
畔
は
田
地
と
切
り
離
し
得
な
い
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
。 

最
近
、
地
主
は
こ
の
事
情
を
無
視
し
、
農
業
生
産
を
阻
害
す
る
こ
と
を
か
え
り
み
ず
、
防
風
・
砂
林
を
濫
伐
す
る
傾
向
が

多
く
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
耕
作
者
は
、
伐
採
を
防
止
す
る
た
め
に
、
鹿
南
防
風
林
確
保
同
盟
を
組
織
し 

て
、
活
動
し
て
い
る
。 

防
風
・
砂
林
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書 

一 

 



 

二 
一
、
こ
の
畦
畔
と
防
風
・
砂
林
は
國
家
買
收
を
な
し
、
耕
作
者
に
賣
渡
し
を
な
し
得
な
い
か
。 

一
、
こ
の
防
風
・
砂
林
を
伐
採
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
か
。 

又
は
政
府
に
お
い
て
、
濫
伐
防
止
の
た
め
、
何
ら
か
の
処
置
を
な
す
意
向
は
な
い
か
。 

一
、
こ
の
種
の
田
地
の
対
價
（
國
家
買
收
の
際
の
）
は
一
般
用
地
に
比
し
て
、
低
廉
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 




